




























えばそうではありません。次の (2a, b) はどちらも四つの単語 “are”, “boys”, 
“running”, “the” が一列に並んでいますが，(2a) が正しい文であるのに対して，
(2b) は不適格な文になっています。 
(2) a.  The boys are running. 
 b. *Boys the running are. 
(2a, b) を比べると， “the” と “boys” の順序，それから “are” と “running” の
順序が逆になっていることに気づきます。この違いをもとにすると，(2a) が成
立するには， “the” は “boys” の前に置かれなければならず，同様に “are” は 





















(4) They were saying that John was cheating in the exam. 
この文には助動詞が二つありますが，このうち yes-no 疑問文で前に出せるの
は “were” だけです。後ろの方にある “was” を出した文 (5b) は不適格になっ
てしまいます。（前方に出された助動詞が元々占めていた位置は ‘___’ で示し
てあります。） 
(5) a.  Were they ___ saying that John was cheating in the exam? 




 ここで問題になるのはどの助動詞を前に出すかということですから，(5a, b) 
を基にして，(6) のような規則を立ててみましょう。 
(6) より前の方にある助動詞を主語の前に置く。 
ところがこの規則では (7) を正しい yes-no 疑問文にすることができません。 
(7) The students who were cheating in the exam will be expelled from school. 
この文にも助動詞が二つあります。“were” の方が “will” よりも前にあるので，
(6) を適用すると (8a) のような文になります。しかし実際にはこの文は不適
格で，正しくは (8b) のようにしなければなりません。 
(8) a. *Were the students who ___ cheating in the exam will be expelled from  
    school? 
 b.  Will the students who were cheating in the exam ___ be expelled from  













(10) a.  # その # 男が # 大きな # ネズミを # 捕まえた # 
 b.  # その男が # 大きなネズミを # 捕まえた # 
 c.  # その男が # 大きなネズミを捕まえた # 










(10a) で # で区切られている「その」「男が」「大きな」「ネズミを」「捕まえた」
はいずれも構成素です。ちょうど店で品物を一つ一つ箱の中に入れてあるよう
に，構成素も箱の中に入れて示してみましょう。 







(13) 大きな ネズミを 
37文の階層性と文法現象
















   日本国 
    A 県     B 県 





表すこともできます。見た目は異なりますが (15) と同じ関係を表しています。 
(16)    日本国 
 
  A 県   B 県  … 
 
 ○○市 ××市 … ◇◇市 △△市 …  










(17)     S 
 
   NP   VP 
 
  D N   NP   V 
 その 男が    捕まえた 
   A N 





(18) S = Sentence（文） 
 D = Determiner（決定詞） 
 N = Noun（名詞） 
 A = Adjective（形容詞） 
 V = Verb（動詞） 
 NP = Noun Phrase（名詞句） 















(19) a.  その男が 大きなネズミを 捕まえた。 









(20) a.  大きなネズミを，その男が ___ 捕まえた。 
 b. *男が大きな，その ___ ネズミを捕まえた。 
(21) a.  その男が ___ 捕まえたよ，大きなネズミを。 
 b. *その ___ ネズミを捕まえたよ，男が大きな。 
(22) a.  その男が ___ 捕まえたのは，大きなネズミ（を）だ。 









(23) A:  その男が大きなネズミを捕まえたよ。 
 B:  え？ 何を 捕まえたって？ 
(24) A:  その男が大きなネズミを捕まえたよ。 
 B:  へぇー。で，それを どうしたの？ 




















(26) A:  その男が大きなネズミを捕まえたよ。 
 
 B:  え？ 誰が 大きなネズミを捕まえたって？ 
 
 Bʹ:  え？ その男が 何を 捕まえたって？ 
 











(27)     S 
 
   NP1   VP 
 
  D N   NP2  V 
 その 男が    捕まえた 
   A N 























(28) a.  Were they __ saying that John was cheating in the exam? 
 b. *Was they were saying that John __ cheating in the exam? 
(29) a. *Were the students who __ cheating in the exam will be expelled from  
    school? 
 b.  Will the students who were cheating in the exam __ be expelled from  
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(30) They were saying  that John was cheating in the exam. 
 
 
(31) The students  who were cheating in the exam   will be expelled 
       from school. 
 
(30) は “that” 以下の部分（細線の箱）が従属節として文（太線の箱）に埋め
込まれた構造を持ち，(31) では “the students who were cheating in the exam” の
部分（細線の箱）全体が文の主語になっています。そして “who were cheating in 
the same” という関係節（破線の箱）がさらにその中に埋め込まれる構造をして
います。 
 (30)(31) の細枠の部分はそれぞれ “so” と “they” によって置き換えること
ができ，これらが構成素であることが分かります。置き換えの対象にならない
部分はそれよりも外側，即ち上位の階層に属していることになります。 
(32) a.  They were saying that John was cheating in the exam. 
     so 
 b.  The students who were cheating in the exam will be expelled … 




(33) a.  A gun which I had cleaned went off. 
 b.  A gun went off which I had cleaned. (Ross 1986: 2) 
これは外置と呼ばれる現象で，関係節が一つの構成素であることを示していま
す。 
 (30) と (31) で太字にした助動詞のうち，(30) の “was” と (31) の “were” 
はいずれもより下の階層に埋め込まれており，yes-no 疑問文で文頭に出すこと
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ができません（28b, 29a を参照のこと）。一方，yes-no 疑問文で倒置の対象に








(35a, b) に挙げる二通りの解釈が可能です。(35a) は “in the garage” が “bike” 
を修飾する解釈，(35b) は “sell” を修飾する解釈です。 
(34) I’m going to sell the bikes in the garage. 
(35) a.  車庫の中にある自転車を売るつもりだ。 






(36) A:  What are you going to sell? 
 B:  The bikes in the garage. 
B さんの発言 “the bikes in the garage” は A さんの発言の中に出てくる “what” 
に対する答えです。別の言い方をすると， “what” が “the bike in the garage” に
置き換えられているわけです。この文脈では “in the garage” が “bike” という
名詞を修飾する (35a) の解釈になります。次の文でも同じ解釈が得られます。 
(37) It is the bikes in the garage that I’m going to sell __. 
この文では元々 “sell” の後ろにあった “the bikes in the garage” がひとまとま
りとなって前方に移動されています。 
 別の表現で置き換えられたり，別の位置に移動できたりする語群を構成素と
呼びました。ですから (35a) の解釈の場合は “the bikes in the garage” がまとま




(38)  VP 
 
 V  NP 
 sell  
  the bikes in the garage 
 一方， “in the garage” が “sell” を修飾する (35b) の解釈の場合には，(39a) 
のように “the bikes” を “them” で， “in the garage” を “there” で置き換えたり， 
“sell the bikes” を “do so” で置き換えたりすることができます。 
(39) a.  I’m going to sell  the bikes  in the garage. 
       them    there 
 b.  I’m going to sell the bikes  in the garage. 
          do so       there 
このことは，“in the garage” が “the bikes” の外側にあり，これらが別々の構成
素を成していることを示しています。一方， (39b) は “sell” と “the bikes” が
一緒になって一つの構成素を作ることを示しています。ですから (35b) の解釈
になる場合， “sell the bikes in the garage” の部分は次のような構造を持つことに
なります。（“in the garage” に付けられている PP という記号は「前置詞句」
（prepositional phrase）を意味します）。 
(40)     VP 
 
   PP 
 V   NP in the garage 
 sell the bikes 
 (35a, b) の解釈はそれぞれ (38) と (40) に示す階層構造と対応しています。
前置詞句 “in the garage” が名詞句 (NP) の一部になっている (38) の構造か
らは，この前置詞句が名詞 “bike” を修飾する解釈が得られ，動詞句 (VP) に











(41) a.  ジョンが本を読んだだけだ。 





(42) a.  ジョンだけが本を読んだ。（他の誰も本を読まなかった。） 
 b.  ジョンが本だけを読んだ。（例えば雑誌は読まなかった。） 
 c.  本に関してジョンがしたのは，読むことだけだ。（例えば本を書い 
      たりはしなかった。） 
 d.  ジョンがしたのは，本を読むことだけだ。（他のこと（例えば音楽 
      を聴くなど）はしなかった。） 
 e.  起こった出来事は，ジョンが本を読むことだけだった。（他の出来 
      事（例えばビルが音楽を聴くなど）は起こらなかった） 







(43) a.  ジョンは頭がいい。 
 b. *頭がジョンはいい。 
これは単なる語順の問題ではなく，文の階層構造を反映しています。次の 
(44)(45) に出てくる B さんの発言を比べてみてください。 
(44) A:  ジョンとビルは [ 頭がいい ] よね。 
 B:  ジョンは確かに [ そうだ ] けど，ビルはそうでもないよ。 
(45) A:  今日はジョンが [ 掃除当番だ ] よ。 
 B:  違うよ。*ビルが [ そうだ ] よ。 
(44B) の「そうだ」は「頭がいい」の部分を置き換えています。ところが (45B) 
                                                     







れを S としておきます）を置き換える表現ということになります。一方，(44B) 
が示しているように，「は」のついた要素がこの部分から除外されることから，
この要素が「が」のついた要素よりも高い階層（ここでは S と区別するため S 
としておきます）に属していることが分かります。 
(46)  S 
 
 NP  S 
 ジョンは 
    NP  A  → そうだ 
    頭が いい 
 
 これまでの話をもとに (41a, b) の解釈の違いを説明すると，次のようになり
ます。「だけ」は「ジョンが本を読んだ」という文（S）の階層に付き，そこに
含まれるすべての構成素を修飾対象とします。 
(47)  S-だけだ 
 
 NP  VP 
 ジョンが 
  NP  V 












(48) a.  John did not buy anything. aʹ.  ジョンが何も買わなかった。 









 a.  英語の場合：同じ文の中で，否定極性要素の前に否定語がなくて 
    はならない。 
 b.  日本語の場合：同じ文の中で，否定極性要素の後ろに否定語がな 





(50) *Anyone did not buy it. 
(51) *お金を持っていなかった人たちが何も買った。 
 しかし，この条件が当てはまらないケースもあります。 
(52) a. *People who do not have money will buy anything. 











 (48a, a) はそれぞれ (53)(54) のような構造をしています。 
(53) = (48a) John did not buy anything. 
  S 
 
 N  + 
 John 
  T  + 
  did 
   Neg  VP 
   not  
    V  N 
    buy  anything  
(54) = (48a) ジョンが何も買わなかった。 
   S 
 
 N    + 
 ジョンが 
    +  T 
      た 
   VP  Neg 
     なかっ 
  N  V  
  何も  買わ 
既に見たように，他動詞は目的語と結合して動詞句（VP）と呼ばれる構成素を
作ります。その VP に否定語（“not” や「なかっ」）が結合し，さらに時制を表
す要素（“did” や「た」）が結合し，最後に主語が加わって，文が完成します。










(55) = (50)  *Anyone did not buy it. 
  S 
 
 N  + 
 Anyone      -------- ANY 
  T  + 
  did 
   Neg  VP 
   not    -------- NOT 
    V  N 
    buy  it 
(56) = (51)  *お金を持っていなかった人たちが何も買った。 
         S 
 
      NP   + 
 
  S N    VP     T 
        人たちが      た 
     +       T  N V 
      た  何も 買っ  -------- ANY 
 VP     Neg 
  なかっ     -------- NOT 
    N     V 













 (57) の条件は先に (49) への反例として挙げた (52a, b) の文にも当てはま
ります。それぞれの文の構造を見てみましょう。 
(58) = (52a)  *People who do not have money will buy anything. 
      S 
 
     NP      + 
 
 N S T VP 
      people  will 
     N     +     V     N 
    who      buy     anything  -------- ANY 
  T + 
  do 
    Neg    VP 
    not     -------- NOT 
   V N 
   have money 
(59) = (52b)  *誰ひとりジョンが来ないと言った。 
  S 
 
 N  + 
 誰ひとり   -------- ANY 
  VP  T 
    た 
 S  V 
   言っ 
  ジョンが来ないと   -------- NOT 
ここでも否定極性要素が否定要素よりも高い位置に出てきています。これが原
因で (52a, b) は不適格な文になっているわけです。(52a, b) は線形順序に基づ











(60) a.  He {is/*are} writing a novel. 
 b.  They {are/*is} writing novels. 
主語が三人称単数の代名詞である場合には，“are” ではなく “is” が使われます。
ところが三人称複数の代名詞が主語になると，今度は “is” ではなく “are” が
使われることになります。このように，ある要素が文中の別の要素の文法的特
徴に対応して現れる現象を一致あるいは呼応と言います。 
 英語の主語・（助）動詞の一致は局所的な関係です。次の文で be 動詞は直前
の主語 “they” には一致して “are” という形になりますが，さらに遠くにある 
“he” と一致関係に入ることができません。“he” と一致するのはその直後にあ
る別の動詞 “believes” です。 













(63) a. *太郎は雨がきっと降ったと思ったに違いない。 











(64) a.  きっと太郎は雨が降ったと思ったに違いない。 
 b. *きっと太郎は雨が降ったに違いないと思った。 
今度は「に違いない」が「きっと」の近くにある (64b) が不適格になり，より












(63)ʹ a. *太郎は 雨がきっと降ったと 思ったに違いない。 
 
 b.  太郎は 雨がきっと降ったに違いないと 思った。 
 
(64)ʹ a.  きっと太郎は 雨が降ったと 思ったに違いない。 
 


































石黒昭博（監修）(2013) 『総合英語 Forest 第 7 版』東京: 桐原書店. 
Kishimoto, Hideki (2009) Topic prominency in Japanese. The Linguistic Review 26: 
465-513. 
Ross, John Robert (1986) Infinite Syntax! New Jersey: Ablex Publishing 
Incorporation. 
渡辺明 (2009) 『生成文法』東京: 東京大学出版会. 
54 那須紀夫
